
２．図書を探す

○書架を探す

栃木県の地名に関する資料は、３階地域資料室〈地
公〉 にあります。なお、栃木県立図書館の地域資料（
栃木県に関する資料）は「栃木県立図書館郷土資料分
類表」で分類された数字の順に並んでいます。

《関連分野の分類記号》 ※背ラベルの1段目の数字です。

●地域資料

栃木県の地名に関する情報は、以下のような資料に
も収録されていることがあります。

・栃木県内の市町村制に関する資料
→地域資料室「T318」の棚にあります。
・栃木県内の市町村史誌
→地域資料室「T210～T279」の棚にあります。

○栃木県立図書館の蔵書検索システムから探す

当館ウェブサイト内で公開している「詳細蔵書検索」
画面から、分類記号を用いた検索ができます。

「詳細蔵書検索画面」までのアクセス
当館トップページ->詳細蔵書検索

３．栃木県の地名に関する資料

〇主な辞典類

・『日本歴史地名大系 ９ 栃木県の地名』 （平凡社
1988）【T290/118/C】〈地公〉

県内の大小の地名だけでなく、考古遺跡・城館跡・社
寺などの歴史的建造物や遺構等も調べることができる。
出版時点の市町区分で配列されていることに注意が必
要。巻末には「五十音順索引」、「文献改題」、「行政区
間変遷」、「石高一覧」等がある。

・『角川日本地名大辞典 ９ 栃木県』 （「角川日本地
名大辞典」編纂委員会／編 角川書店 1984） 【T290/197/C】
〈地公〉

古代から出版時点までに栃木県に存在した地名の由
来と歴史を調べることができる。県内の地名を50音順に
配列した「地名編」のほか、県の歴史がわかる「総論」、
各自治体の現況・沿革等がわかる「地誌編」、小字一覧
等を収録した「資料編」で構成される。

・『栃木県大百科事典』 (栃木県大百科事典刊行会／編、

発行 1980）【T290.3/21/】〈地庫〉(館内) 

栃木県のあらゆる分野の事象について解説した事典。
各地の地名が収録されている。また、巻末の資料編に
「栃木県（行政区画）地名総覧」があり、出版当時の新
町名と、そこに合併された旧大字・旧町の名称を調べる
ことができる。

○そのほかの主な参考資料

・『とちぎの地名 語源から由来を探る』 (塙静夫／著

落合書店 1989）【T290/135/D/】〈地公〉

考古学者である著者が、自身の研究成果に基づいて
地名の由来を解説。県内536の地名（大字）の由来を、
市町別に取り上げている。巻末に50音索引があるほか、
巻頭の目次にも掲載地名が全て記載されており、調べ
たい地名の読みか地域がわかれば調べることができる。

・『とちぎの地名を探る』 (塙静夫／著 随想舎 1996）

【T290/200/C】〈地公〉

上記資料の続編。小字の由来を扱っている。

１．調べるためのキーワード
図書館の所蔵検索や各種データベースを検索する際に利用するキーワードの例です。

《キーワード》 地名 「地名」＋由来 「地域名」＋地名 など

《地-17》

栃木県立図書館
パスファインダー
（調べ方案内）

＜本文中の記号について＞
【 】 ： 請求記号
〈 〉 ： 資料のある場所
(館内) ： 館内閲覧扱い

栃木県の地名を調べる

３階地域資料室のほか、書庫にも多
数の資料があります。カウンター職員
にご相談ください。

(2020.2作成)

栃木県内にある地名の由来・歴史等の調べ方をご紹介します。

目次
１． 調べるためのキーワード ４． 全国の地名に関する資料
２． 図書を探す ５． 主題が地名以外の資料
３． 栃木県の地名に関する資料

ここに分類記号（例：T810）を入力し、検索する

T210~T274 地方史・地方誌

T290 地理・地誌

T291~T297 地方別の地理・地誌
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５．主題が地名以外の資料

○市町村史誌、市町村制に関する資料

・『栃木県市町村誌』 (平井恒重／編 栃木県町村会

1955）【T290/20/C】〈地公〉
県内に存在した170の市町村の変遷・発展を記した資料。

沿革の中に市町村名やそこに含まれる地域の歴史、名称
の由来を記載している場合がある。

・『栃木県町村合併誌』全5巻(栃木県／編、発行）

【T318/1/1C~5C】〈地公〉

昭和28年～30年の栃木県内の町村合併（いわゆる「昭和
の大合併」）の状況がまとめられている。合併前後の市町村
について大字・小字の一覧があるほか、沿革の中に市町村
名の由来等を記載している場合がある。

○地図

地名の変遷は地図でも確認することができます。当
館では県内各地の「ゼンリン住宅地図」等を所蔵して
います。詳しくは職員にお尋ねください。

○そのほかの主な参考資料（続き）

・『栃木県の地名の故事来歴 １』 （稲川彰一／編 楔
の会 1980） 【T290/84/1B】〈地公〉(館内)

・『栃木県の地名の故事来歴 ２ 増補』 （稲川彰一／
編 竹林書室 1982） 【T290/84/2C】〈地公〉

高校生が文献調査・聞き取り調査で集めた地名の由来をま
とめた資料。市町名から小字まで、様々な地名が収録されて
いる。

・『栃木「地理・地名・地図」の謎』（篠崎茂雄／監修 実
業之日本社 2014）【T290/349/C】〈地公〉
栃木県に関する雑学を集めた資料。収録の地名は10件と
少ないが、新しい市や地域の情報が含まれている。

○地域ごとの地名に関する資料

・『うつのみやの地名と歴史散歩』 (塙静夫／写真・文

下野新聞社 2015）【T211/174/C】〈地公〉
江戸時代から明治22（1889）年の市制町村制施行までの村

名・新田名について、歴史的変遷と地名の由来等を解説して
いる。

・『小山市の地名由来と歴史』 (菅間久男／著 随想舎

2006）【T242/48/C/】〈地公〉

小山市に存在する地名について、大字を中心に史料、史書、
伝承、学説などに現れる地名を抜粋し、その根拠をまとめて
いる。

・『鹿沼の地名』 (菊池三郎／著、発行 1983）【T292.3/16】

〈地庫〉(館内) 

市内の町名の由来を端的に記載している。

・『ふるさと茂木の地名散歩』 (茂木町／〔編〕、発行

1987）【T293/4】〈地庫〉(館内) 

町に残る大字について、その語源や歴史、文化、現状等を
記載している。

・『那須野の地名』 (大田原晴雄／著 那須文化研究会

1989）【T296/20/C】〈地公〉

大田原市・黒羽町・黒磯市・西那須野町・那須町・湯津上
村・小川町の地名と小字を収録。巻末には各市町村の小字
一覧も付属している。

・『那須の大字・町名辞典』 (北那須郷土史研究会／編

下野新聞社 2014）【T296/45/C】〈地公〉

大田原市・那須塩原市・那須町の大字や町について、歴史
だけでなく、出版時点の人口・施設等の情報も詳細に記述し
ている。

栃木県立図書館では、さまざまなテーマ
や課題に関する資料・情報の調べ方、入手
方法に関する相談に応じています。お気軽
にご相談ください。
メール・ＦＡＸ・電話でもお受けします。
お問い合わせは下記までどうぞ。

４．全国の地名に関する資料
日本全国を対象とした地名に関する資料の中にも、栃
木県に関する情報が含まれています。主な参考文献を
ご紹介します。

・『地名でたどる郷土の歴史』（飯澤文夫／監修 日外ア
ソシエーツ 2017）【291.03/86】〈公４〉 (館内)

2000～2014年に日本各地の地方史研究雑誌等に掲載され
た地名に関する論文記事64,126点の出典情報を収録した目
録。市区町村、旧国・藩、山、川、施設名等から引くことができ
る。 配列は都道府県順であり、栃木県はp.193-211に掲載。
巻末には50音索引がある。

４．全国の地名に関する資料（続き）

・『古代地名大辞典』本編、索引・資料編（角川文化

振興財団／編 角川書店 1999）【291.03/40】〈公４〉 (館内)

日本書紀等の六国史や万葉集、風土記等だけでなく、古
い木簡や墨書に見られる地名も収録した辞典。12,393の項
目があり、「本編」は50音順の配列。「索引・資料編」に都道

府県別・国郡別の項目一覧があるため、特定の地域の項目
を探すこともできる。

・『大日本地名辞書 増補版』 全８巻
（吉田東伍／著 富山房）【291/246】〈書庫〉 (館内)

明治期に出版された日本初の全国的地誌。地名の語源
や変遷だけでなく、歴史や地形についても記述しているの
が特徴。旧国郡の区分で配列されており、栃木県（下野国）
は第6巻「坂東」に収録されている。

・『日本地名大百科 ランドジャポニカ』（小学館
1996）【291.03/28】〈公４〉(館内)

全国の約1万件の地名と5000件の寺社・史跡・名勝等の

情報を収録したオールカラーの百科事典。都道府県や市町
村の項目には出版時点の人口・面積・駅・道路等の情報も
付属している。


